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授業回数 履修時期 選択・必修

1 2 30 15 前期

日本国憲法の歴史
　大日本帝国憲法から現憲法が成立するまでの歴史的過程及びその正統性を概説
する。

〔使用テキスト〕

橋本勇人（編）『保育と日本国憲法』みらい，2019年

文化学園長野保育専門学校

科目名 授業の種類 授業担当者

日本国憲法 講義 関　良徳

令和３年度シラバス

　幼免：必修　        保育士：選択

学年 単位 時間数

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容と概要〕

　この授業の目標は，私たちの身の周りで生じている様々な憲法上の問題を手掛かりに，日本国憲法の基本原理（国民主権・平和主
義・基本的人権の尊重）について理解することです。具体的には，各条文の解釈を通じてその意味を理解すると同時に，判例を適宜参
照することで実際の事件と憲法とのかかわりについて考察します。

憲法と立憲主義
　憲法についての基礎的な考え方や，その中核を構成する立憲主義について説明
する。

　授業の前半では，日本国憲法の基本原理や様々な種類の人権について概説し，それらが有している特性や問題点について検討を
行います。後半では，人権保障のために設けられている統治機構の各機能について概説します。

〔授業の日程と各回のテーマ・授業内容〕

項　　目 授 業 内 容

　必ず毎時間出席するとともに，日頃から復習を怠らないように注意して下さい（都合により欠席する場合は連絡して下さい。）

〔受講上の注意事項〕

〔評価基準〕

　授業時間内に実施する小レポート（30％）と期末試験（70％）によって
評価します。

自由権Ⅲ－経済的自由・人身の自由

　第13条及び第14条について説明し，関連する判例を検討する。

　教育を受ける権利について概説し，関連する判例を検討する。

法の下の平等 　法の下の平等について説明し，関連する判例を検討する。

自由権Ⅰ－内心の自由 　思想良心，信教，学問の各自由について説明し，関連する判例を検討する。

自由権Ⅱ－表現の自由 　表現の自由や知る権利について，判例検討を通じてその限界を考える。

　職業選択の自由や財産権について説明を行う。

生存権 　生存権について概説し，関連する判例を検討する。

基本的人権の原理 　人権の諸形式及び人権の主体等について説明する。

包括的基本権

まとめ 　これまでの学習を振り返り，憲法と人権の意義について検討し，討論する。

教育を受ける権利

統治機構Ⅱ－裁判所 　裁判所の役割や司法権の独立について説明する。

労働基本権 　労働基本権について概説し，関連する判例について検討する。

統治機構Ⅰ－国会・内閣 　国会，内閣，地方自治について説明する。

平和主義の原理 　第9条の解釈及び自衛隊問題について説明し，改憲論について討論する。



実務教員としての経歴

実務経験と授業の関連


